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重要！本製品に搭載されている 
化回をご使用になる前に化ずお読 
み下さい。 


地図データ使用許諾契約書 


本契約は、お客様(な下お客様とします）とソニー 
株式を社化|下ソニーとしまず）との間で、ご購入 
頂いた； V ンディカム似下本製品とします）に格 
納されている地図データ(切下許諾ソフトウェア 
とします)の使用権の許諾に関ずる条件を定める 
をのです。本契約は、許諾ソフトウェアのみに適 
用されます。お客様び許諾ソフトウェアをご使 
用になった場合は、お客様は本契約の条項に拘束 
されることを承諾したをのとみなします。ご承 
詰頂けない場合は、許諾ソフトウェアをご使巧で 
さません。速やかにソニーにご連絡の上、ソニー 
の指示に従って、許諾ソフトウェアを含む本製品 
をご返却下さい。当該本製品のご購入代金をご 
返却致します。なお、本製品には、許諾ソフトウェ 
アの使巧状況を記録ずる機能び含まれておりま 
す。（但し、個人を特定する情報は一切記録されま 
せん。）お客様び本契約にご承諾できないことを 
理由に本製品のご返却を希望される場合、ソニー 
またはソニー指定の第兰者び当該記録を確認す 
る場合びあります。あらかじめごま知おさ下さい。 

第1を(総則） 

許諾ソフトウェアは、日本国内外の著作権法並び 
に著作をの権利及びこれに隣接する権利に関ず 
る諸条約その他知的財産権に関する法律、条約に 
よって保護されています。許諾ソフトウェアは、 
本契約の条件に従いソニーからお客様に対して 
使用許諾されるちので、お客様に販売されるちの 
ではありません。 

第2を(使用権） 

ソニーは、許諾ソフトウェアを、本契約で許諾さ 
れた私的及び非営利目的のみに、本製品上で使巧 
ずる権利をお客様に許諾ずるものとし、お客様は、 
許諾ソフトウェアを販売したりすることはでき 
ません。 

第 3 を(権利の制限） 

1. お客様は、いかなる目的といえども、許諾ソフ 
トウェアの全部又は一部を複製、改変し、又は 
いかなるお式においてち転送、送信してはな 
らないち)のとします。また、許諾ソフトウェ 


アを本製品か5抽出し、他の製品と組み合わ 
せて使用してはならないをのとします。但し、 
かかる制限び強行法規によ0禁止されている 
場合はこの限りではありません。 

2. お客様は、本契約で明示的に許諾される場合 
を除さ、第兰者に巧し、有償無償を問わず、ま 
た、レンタル-1」ースその他ちまの如何を問 
わず、許諾ソフトウェア研$態の如何を問わず、 
その全部又は一部の複製物、出力物、抽出物そ 
の他利用物を含む)の全部又は一部を本製品 
から独立させて使用させてはならないちのと 
します。 

3. お客様は、許諾ソフトウェアに表おされる著作 
権表示を取り除いてはならないをのとします。 

4. お客樹ホ、許諾ソフトウェアの一部又は全部 
を、しぶ、なる目的といえども、リバースエンジ 
ニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルを 
巧ってはならないものとします。但し、かか 
る制限び強行法規により禁止されている場合 
はこの限りではありません。 

5. 許諾ソフトウェアは、許諾ソフトウェアと共 
に使用されるデータファイルを自動的に作成 
する場合びあります。これらのデータファイ 
ルは許諾ソフトウェアの一部とみなずちのと 
します。 

6. 許諾ソフトウてアは、本製品と一対で一つの 
製品としてライセンスされるちのです。許諾 
ソフトウェアと共に提供される資料に特記さ 
れている場合を除き、許諾ソフトウェアは、本 
製品上でのみ使巧されるをのとし、他の機器 
で使用ずるためにコンポーネントパーツを分 
離してはならないちのとします。 

7. お客様は、許諾ソフトウェアに含まれている 
公に知!3れていない情報を秘密にな持し、ソ 
ニーの事前の書面による承諾なく第兰窗こ開 
示してはならなレちのとします。 

8. お客様は、本契約に定める条件を遵守ずるこ 
とを条件として、本製品を譲渡する場合に限 
0、本製品の一部として許諾ソフトウェアを 
本製品の譲渡先に譲渡することびでさるちの 
とします。かかる場合、お客様は、許諾ソフト 
ウェアを複製してはな5ないをのとします。 
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第 4 条(許諾ソフトウェアのを利） 

許諾ソフトウェア(許諾ソフトウェアに含まれる 
地図情報、映像、写真、オーディオ、音楽、文字、ア 
プレット等を含む)及びそれらの複製物に関する 
所有権、著作権の一切の権利は、ソニー又はソ 
ニー及び関連舍社に権利を許諾する権利者(当該 
権利者をな下ソニーのライセンヴーとします）に 
帰属ずるをのとし、本契約に基づき許諾された権 
利切外の権利はソニー又はソニーのライセン 
ヴーに留保されるちのとします。 

第5ま(を険を伴ラ行為、活動） 

許諾ソフトウェアには、エラーの防止機能やエ 
ラー発生時の回復機能などは組み込まれていま 
せん。また、許諾ソフトウてアは、核施設、航空誘 
導-通信システム、航空管制、生命維持装置、武器 
システム等のよラな、許諾ソフトウェアのエラー 
び死 t 事故、人的災害、あるいは身体や環境への 
重大な悪影響につなびる二重の安全装置び要巧 
される危険な環境での使用の目的で設計-製造 
されたをのではなく、これらの使巧目的に合致し 
ていることをな iE するちのではあ0ません。さ 
5に、ソニーによる許諾ソフトウェアの使用許諾 
び、軍事施設や立入禁止区域、航空施設等におけ 
る許諾ソフトウェアの使用を許諾又はな証する 
ちのではあ0ません。お客様は、許諾ソフトウェ 
アの使用については、使用地域、使用施設の法律、 
ま令、規則等に従ラをのとします。 

第6ま(責任の範囲） 

許諾ソフトウェアの使用、な有によりお客様又は 
第兰者に生じた損失、損害、被害に関ずる i 青ホ、要 
ホ、訴訟、又は契約、不法行為、保証条件に基づく 
許諾ソフトウェアに関するお客様又は第兰ちに 
生じた間接的損害、結果的損害、特別損害(これら 
の損害の例としては、許諾ソフトウてアの使用、 
不使用、許諾ソフトウェアの欠陥、契約違反によ 
り発生する逸失利な、収入の損失、契約の損失、貯 
蓄の損失を含みますび、これらに限られません） 
に対してソニー、ソニーの関連舍社及びソニーの 
ライセンヴーは、責任を負わないちのとします。 
いかなる場合といえども、本契約に基づきソニー、 
ソニーの関連舍社及びソニーのライセンサーび 
負ラべき責任の範囲は、許諾ソフトウエアの使用 


権取得に際してお客様び負担された金額(本製品 
の購入代金のラち、許諾ソフトウェアの対価相当 
分)を超えないをのとします。直接的損害、間接 
的損害の免責、責任の制限を認めない国において 
は、本まに定める責任の免除、制限はお客様に対 
して適用されない場合びあります。 

第7を(無保証） 

お客様は、許諾ソフトウェアをご自身の責任にお 
いて使用して下さい。許諾ソフトウェアは何等 
保証をない現げ有姿のままで提供されるちので 
あ0、ソニー及びソニーのライセンサー(本まに 
おいて、併せて r ソニー」とします。）は、許諾ソフ 
トウェアの内容、品質、使用や使用結果、正確性、 
精密性、完全性、有効性、信頼性、合目的性、有用性 
等について、また、許諾ソフトウェアの穗動び中 
断されないことやエラーびないこと等、明示であ 
ると黙示であるとを問わず、ま理論その他に基づ 
<一切の保証をしません。また、お客様は、許諾 
ソフトウェアに含まれるデータには、時間の経過 
や環境の蜜化、使用された情報源や広範囲に宣る 
地理データ収集上の特質によって、不正確、不完 
全な情報び含まれている場合びあり、その結果、 
不正確な結果び得5れてしまラ1」スクびあるこ 
とをご了承頂いているをのとします。保証の適 
用除外を認めていない法域では、上記の除外規定 
はお客様には適用されない場合びあります。 

第8を(第兰ちに巧ずる責任） 

お客様び許諾ソフトウェアを使用ずることによ 
0、第^者との間で著作権、特許権そのほかの権 
利の侵害を理由として紛争を生じたときは、お客 
様自身び自らの費用でこれを解決ずるちのとし、 
ソニー、ソニーの関係舍社及びソニーのライセン 
サー(本まにおいて、併せて r ソニー」とします）に 
一切の損失、損害負担、費用をかけさせないわの 
とします。（お客様にご負担頂く費用の例として 
は、本件に関連してソニーに発生した弁護±や専 
門家のサービスを受けるための費用等びありま 
ずび、これに限られません。） 

第9を(輸出等） 

お客様は、許諾ソフトウェアの使用及び本製品の 
仕向地からの持ち出しび制限交は禁止される国、 



地域、施設等びあることを認識し、許諾ソフト 
ウェアの使用及び本製品の仕向地からの持ち出 
しにあたり、関係各国、関係地域、関係施設等にお 
ける輸出入その他許諾ソフトウてアの使用に関 
ずる法律、規定、規則を遵守するちのとします。 

第10を(契約の解除） 

1 . ソニーは、お客様び本契約に定める条項に違 
反した場合、直ちに本契約を解約することび 
でさるをのとします。 

2. 前項の規定によ0本契約び終了した場合、お 
客様は直ちに許諾ソフトウェアの使用を中止 
するものとします。 

3. 第3ま第7項、第4条、第6条乃至第11菜の規定 
は、本契約の解約後を有効に存続するものと 
します。 


許諾ソフトウエアの権利ちに関する表示 

© 1993-2007 NAVTEQ 
©2009 ZENRINCO.iLTD. 

© Her Majesty the Queen in Right of 
Canada; © Queen's Printer for Ontario; 
© Canada Post Corporation; GeoBase®; 
© Department of Natural Resources 
Canada; © United States Postal Service® 
2007; USPS®; ZIP+4® 


第 11 条(その他） 

1. 本契約は、曰本国まに準拠するをのとします。 

2. 本契約の一部条項び法律によって無効となっ 
た場合でを、当該条項な外は有効にを続する 
わのとします。 

3. 本契約は、本契約に含まれる事項に関するソ 
ニーとお客様の間の取りまゆのすべてであり、 
かつ本契約にお客様び合意する政前に両当事 
者で□頭、電子データ又は見積書を含む書面 
その他の手段によ0合意された事項は、本契 
約の発効曰ををってすべて本契約に置き換わ 
るわのとします。 

4. 本契約に定めなさ事項又は本契約の解釈に疑 
義を生じた場合は、東京地方裁判所を合意の 
専属管轄裁判所とし、お客様及びソニーはこ 
の裁判地と管轄に合意するわのとします。 


第12乗(政府機関の限定的権利） 

許諾ソフトウエアは、48 CF.R. 2.101の定義によ 
る rcommercial item」 です。米国政府及びその 
他の同様の権利を要ま又は採巧する磯勵ホ、許諾 
ソフトウエアにつさ本契約に記載された権利の 
みを許諾されるちのとします。また、この場合、 
当該機関は、別途ソニー又はソニーのライセン 
ヴーび要ホする "Notice of Use' を本製品に付し 
た上で、当該" Notice of Use" に従って許諾ソフ 
トウエアを扱ラをのとします。 



GPS を使い始めよう！ 


この 「 GPS を使い始めよう！」では本機に搭載されている GPS 受信機を使った製品の取り 
扱いかたや、重要なま意事項を示しています。 

本紙と別冊の取扱説明書をよ < お読みのラえ、製品をお使い < ださい。 



I 地図インデックス 

地図上から撮影した地点の画儘を探して見ることがでさます。 

I 現在地表示 

現在地を地図上で表示して、自分びどこにいるかを確認できます。 

I 自動時刻補正-自動エリア補正 

自動で時刻や、エ I 」アの滿正び行われます。 





GPS 機能を使うには 

本機の GPS スイッチを ON にすると、ダ@び表示され測位準備び行われます。測位できた 
場含、動画-静止画の撮影時に位置情報を記録しまず。 GPS スイッチの位置については、 
別冊の取扱説明書をご覧<ださい。 

© ごミち意 

• GPS 衛星か5の電波の受信状況によって画面に表おされるアイコンび変わ0ます。 


測位げ況 

画面表で 

GPS 受信掀兄 

機能切 

非表示 

GPS スイッチび rOFF 」 になっている、またはエラーび起きている。 

測位困難 

的 

GPS 信号を受信でさないたゆ、位置情報び取れない。 

空の開けた場所に移動してください。 

測位計算中 

ダ 谷. 

GPS 信号を確認中。しばらくすると位置情報を取得できる。 

測位中になるまでお待ちください。 

測位中 

ダ ■! 

GPS 信号を受信中。位置情報を取得でさる。 

測位中 

ダ ill 

強し) GPS 信号を受信中。位置情報を取得できる。 


• お買い上げ時は GPS スイッチび rON 」 になっています。 GPS の測位中に撮影した動画-静止画には位 
置情報び記録されます。位置情報を記録しない場合は、 GPS スイッチを rOFF 」 にしてください。 

• 初ゆて使ラ場合やしばらく使わなかった場合は、位置情報を取得できるまで数十砂から数分かかるこ 
とびあ0ます。 

• 本機の電源び入っていなくても、 GPS スイッチび rON 」 になっていると GPS は動作しています。飛行機 
の離着陸時は、 GPS スイッチを rOFF 」 にしてください。 

• GPS 受信状況によっては位置情報を取得でさないことびあります。 

• ダ径のち下の3つの点は、 GPS 信号の安定度合いを表しています。点び3つまで進まないときは、信号 
び不安定で測位しにくい環境です。 

確実に測位ずるには、空の開けた場所に移動してから、 GPS スイッチを一度 rOFF 」 にして再度 roN 」 に 
するか、本機の電源を入れなおしてください。 

• 測位できない状態び数分間続しすこ場合、本機は測位を中止します。空の開けた場所でもダ&のまま測 
位計算中や測位中に蜜わらない場合は、 GPS スイッチを一度 rOFF 」 にして再度 rON 」 にするか、本機の 
電源を入れなおして < ださい。 
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地図インデックス 


動画-静止画を撮影した位置を地図上に 
マーカーで表示して、撮影場所か日探す 
ことびでさまず。再生したい動画-静止 
画び記録されている x ディアに設定して 
おいて < ださい。 

• GPS スイッチを rON 」 にして撮影し、位置情報 
び記録された動画-静止画のみ、地図インデッ 
クスに表示されます。 

• "メモ1」ースティック PRO デュオ"の静止画 
は地図インデックスに表示されません。 


□ ( E ) (画像再生)ボタンを巧ず。 

ビジュアルインデックス画面び表示 
されます。 


且が（贷インデックス切換）^ 
[の地図]をタッチずる。 


ビジュアルインデックス画面に戻る 



静止画を表示する 


回再生したい動画-静止画を撮影 
した地点の画像マーカーをタツ 
チずる。 



画像マーカーびホくな0ます。還ん 
だ地点で撮影した動画-静止画び画 
面左に表示されます。 


凸動画-静止画のサムネイルを 
タッチずる。 



選んだ場面から再生び始ま0ます。 


• スームレバーを使って地図の縮尺を蜜要 
できます ( W 側：広域、 T 側：詳細)。 

• 地図上の任意の位置をタッチずると、そ 
のタッチした位置び地図の中/むに来るよ 
ラに自動的にスク n —ルします。また、 
任意の位置を長巧しすると、連続スク 
n —ルを行います。 

• 位置情報を取得していない画像は、サム 
ネイルのち上に节び表示されます。 


© ご注意 

• 地図インデックスか5見るには、あらかじめ 
GPS スイッチを rON 」 にして撮影してくださし、。 
• 地図は常に北を上に表おします。 

• 同じ位置で複数の画像を撮影した場合は、最 
後に撮影した画像び表示されます。 

©ちょっと 一言 

• (メ ニュ ー）一► —► (□] [再生]の 

[インデックス切換] -► [の地図]をタッチし 
て、地図インデックスを表示することをでさ 
ます。 
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• 手順 3 で 0/0 をタッチして、再生したい動 
画-静止画を選ぶことちでをます。還んだ画 
像の撮影地び地図の中むに来ます。 


現な地表示 


現在地を地図上に表示でをます。 
あらかじめ GPS スイッチを rON 」 にして、 
位置情報を取得でさる状態にして < ださ 
い。 


撮影画面で、(現在地表示)を 
タッチずる。 


® ちょっと 一言 

• ズームレバーで縮尺を変更できます。 （VV :広 
域' T :詳細） 

• ]0秒間隔で現在地情報を取得します。取得状 
況によってはマーカーなどの表示び変わりま 
す。 

• 現在地情報び取得できていない状態では、 
マーカーはグレー表示とな0、地國は前回取 
得した位置を表おします。 

• 地図上の任意の位置を長巧しずると、連続ス 
ク n —ルします。 

• 0021!]( メニュ ー）一•■ —►屋][その他の磯 

能]の[聴現在地表示]をタッチして現在地を 
表示することちでをます。 



現在地び画面中央に表示され、マーカー 
び表示されます。 

画面上の任意の位置をタツチすると、 

タツチした位置を中むに地図び表示され 
まず。 

画面左下に表示される^ (現在地)を 
タッチずると現な地中むの地図に変わり 
まず。 


終了ずるには 

をタッチする。 
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© ごミち意 

• 地図は常に化を上に表おします。 





GPS を利用して、時刻情報を取得し、正確 
な時刻を維持ずることや、ェ U ア情報を 
取得し時差補正を行ラことびでさます。 


n メニュー ） 一 ► [^〇]— ► 

み[-般設定]の[時計設定]^ 
[自動時刻補正]/[自動エリア補 
正]をタッチずる。 


且好みの設定をタッチして mm 
— をタッチずる。 


①ご注意 

• 曰時合わせを事前にしておく必要びあります。 
• [自動時刻巧正]は、数秒の誤差び生じること 
びあ0ます。 

• [自動時刻巧正]は、本機の超動中に GPS 信号 
を受信し、電源を OFF にした際に自動で巧正 
されます。電源を切るまでは補正されません。 
また、 GPS スイッチを ON にしていても、一度 
を GPS 信号を受信できなかった場合を補正さ 
れません。 

• [自動エ U ア補正]は、時差を検出した場合に 
自動で時差補正を巧います。 

• 地域によっては、[自動時刻巧正]や[自動エ U 
ア補正]び正確に機能しない場合びあります。 
その場合は、設定を[切]にしてください。 


撮影した画像には、緯度経度データび記 
録され、再生時に表示でさます。 

メニュー ) — ► — ► 国] 

[再生]の[再生設定]^ [曰時/デー 
夕表示]^[緯度経度データ]^ 

をタッチずる。 



圧!緯度 
回経度 
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百故障かな？と GPS について 

思った5 


GPS び受信でさない。 

-障害物の影響で GPS 衛星の電波び受信で去 
ない。見晴らしの良い場所に移動して 、 GPS 
スイッチを入れなおす。 


測位しているが現在地がずれる。 

-周囲の建物などで反射した GPS の電波を受 
信した場合、また、受信した GPS の電波び弱 
い焉をなど、最大で数百六ートルの誤差を生 
じます。 


GPS 衛留ま、高度20,000 km の6つの軌道上に各4 
個、24個な上び設置されています。 

GPS 衛星からの電波を受信し、衛星の軌道情報 
(アルマナックデータ）と電波の伝播時間のデー 
夕などから自分の位置を計算します。 

位置を計算ずることを測位と呼び、衛星は3機 
上受信でされば、緯度、経度がわか0ます。 

• GPS 衛星の配置は常に蜜化しているため、ご 
使用になる場所や時刻などの条件によっては 
測位に時間びかかったり、測位でさないこと 
びあ0ます。 

• GPS は衛星から電波を受信し測位ずるシステ 
ムです。ビルや木立の陰など、電波を遮断- 
反射してしまラ場所を避け、できるだけ上空 
の開けた場所でご使用ください。 

• GPS 衛星からの電波び届かないな下のよラな 
場所や状況では、位置情報を記録できないこ 
とびお0ます。 

ー トンネルの中-屋内やビルの陰 
一 高層ビルの間-建物の間の狭い道路 
一地下-密集した樹木の間-高架の下-高圧 
電線など、近くに磁気を発生するちのびあ 
る場合 

- 1 .5 GHz 帯の携帯電話など、近くに同じ周波 
数帯の電波を発をするわのびある場合 

誤差について 

• GPS スイッチを rON 」 にした直後に移動する 
と、移動しなかった場合にくらべて、測位まで 
の時間び長くなることびあります。 

• GPS 衛星自体による誤差 

本機は、3個な上の GPS 衛星からの電波を受信 
ずると自動的に現在地を測位します。 

GPS 衛星自体による誤菌ま、約 30 m 程度です 
び、測位する周辺の環境によってはさ引こ大 
さな誤差を生じることびあります。このよラ 
な場合は、実隙に居た場所と地図上での位置 
び異なることびあります。また、 GPS 衛星は 
米国国防総省により管理されてお0、意図的 
に精度び変更されることびあります。 

• 測位時間による誤差 

本機では測位中に位置情報を10秒ごとに取得 
しています。位置情報の取得と画像への書さ 
込みに若干の時間差びあるため、実際に画像 
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を撮影した位置と地図上の位置び異なる場合 
びあ0ます。 

巧行機内規制に ついて 

• 飛行機の離着陸時には、機内の案内に従って 
GPS スイッチを OFF にして、電源をお切りく 
ださい。その他ご利用になる場所の規制に 
従ってお使いください。 

地図データについて 

• 地図データにはまに下記の国-地域び収録さ 
れています。（五十音順） 

オセアニア-北アメ U 力-曰本-ヨー n ッパ 
など 

• 収録されている曰本地図は株式舍社ゼン IJ ン、 
海外地図は NAVTEQ によって提供されていま 
ず。 

• 地図データの内容は制作時現在のをのです。 

•地図は 2 D で表示されます。また、地図上の一 
部の建物などび 3 D アイコンで表現されている 
のは日本の地図のみです。 

• 地図は南に北を上に表示するノースアップ固 
定です。 

• 地図上の言語は変更できません。 

• 地図データの更新は巧えません。 

• 地図の縮尺は、 25 m 〜目 000 km です。 

測地系に ついて 

本機では、測地系として、 rWGS -84 J を採用して 

います。 

著作権について 

本機に搭載されている地図データは、個人として 

使用ずるほかは、著作憲法上、権利者に無断で使 

用でさません。 

ナビゲーシヨン機能について 

本機はナビゲーシヨン機能を搭載していません。 


日本 

• 日本の地図の作成にあたっては、国±地理院長の 
承認を得て、同院発行の2万5千分の1地形図を使 
用しています。(承認を号平20業使、第 204-46 
号） 

• 日本の地図の作成にあたっては、国±地理院長の 
承認を得て、同院の技術資料 H ■ l - No .3 r 日本測地 
系における離島位置の補正量」を使用しています。 
(承認番号国地企調発第78号平成16年4月23 
曰） 

Australia 

Copyright . Based on data provided under 
license from PSMA Australia Limited ( www . 
psma . com . au ). 

Austria 

◎ Bundesamt fur Eich - und Vermessungswesen 

Croatia , Estonia , Latvia , Lithuania , Poland and 
Slovenia 

© EuroGeographics 

France 

source : Georoute ® IGN France & BD Carto ® に N 

France 

Germany 

Die Grundlagendaten wurden mit 
Genehmigung derzustaendigen Behoerden 
entnommen . 

Great Britain 

Based upon Crown Copyright material . 

Greece 

◎ EuroGeographics ; Copyright Geomatics Ltd . 

Hungary 

Copyright © 200 3; Top-Map Ltd . 

Italy 

La Banca Dati Italiana e stata prodotta usando 
quale riferimento anche cartografia numerica 
ed al tratto prodotta e fornita dalla Regions 
Toscana . 

Norway 

Copyright © 2000; Norwegian Mapping 
Authority 

Portugal 

Source ; IgeoE - Portugal 
Spain 

Informacion geografica propiedad del 〔りに 
Sweden 

Based upon electronic data © National Land 
Survey Sweden . 

Switzerland 

Topografische Grundlage ; © Bundesamt fur 
Landestopographie . 
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